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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０

　６月５日（土）～６日（日）に名護市営庭球場で行われた第 48 回国頭地区中学校総合体育大会

ソフトテニス競技が行われ、大宜味中学校女子ソフトテニス部が出場。見事、団体優勝、３年生

の福地美楽惟さん・宮城はちさんペアが個人戦優勝、プライス美亜さん・山川瀬奈さんペアが５

位に入賞し県大会出場を決め、６月 11 日（金）、嬉しい結果を報告に役場村長室に表敬訪問しま

した。

　大会にコンディションを合わせるため９時寝５時起きの早寝早起き生活をしていた部員たち。

練習中もネガティブ発言をしたらペナルティーで腕立て伏せをするなど、技術の向上面や心の持

ち方も鍛えてきた部員たち。３年生が率先して準備や片付け、優しい言葉かけをし、後輩たちに

いい背中を見せることで部活全体の意識を上げていきました。

　地区中体連を終え、キャプテンの美楽惟さんは「前回の大会で優勝したことで自信が持てた。

全員で楽しんで試合に臨んだことが優勝につながった」と話し、次の大会に向けては「県大会に

向け意欲的に練習に励み、試合では積極的に攻めていきたい。気持ちで負けないように心がけ、

みんなで優勝を目指す。応援よろしくお願いします」と意欲を燃やしました。

　県大会は７月 22 日（木）～ 24 日（土）に奥武山総合運動公園で行われます。大宜味村から奥

武山で戦う選手たちへ応援よろしくお願いします。

大宜味中女子ソフトテニス部　団体戦優勝

第48回国頭地区中学校総合体育大会ソフトテニス競技

優勝 福地美楽惟・宮城はちペア　５位 プライス美亜・山川瀬奈ペア
女子
個人
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２大宜味中学校商品開発授業・お知らせ

お客さんの気持ちを考えて　親切な売り方を考える…　大中商品開発授業

クヮーサーＣＵＰリヤカー販売のお知らせ
　大宜味中２年生が商品開発したシークヮーサーのカップ

ケーキ「クヮーサーＣＵＰ」が完成しました。完成を周知

するため、村内５か所にてリヤカー販売します。

日時：７月１４日（水）９：３０～１１：３０

場所：喜如嘉公民館、大宜味村役場

　　　塩屋公民館、津波公民館、ビジターセンター

※当日は各売り場に中学生が出向いて手売

り販売します。詳しい内容については手作

りちらしをご覧ください。村民のみなさま

のお越しをお待ちしております。

　緊急事態宣言があり、延期と

なっていた大宜味中学校２年生の

総合学習商品開発授業が６月 21

日（月）、25 日（金）に行われま

した。

　前回の授業で村民にクヮーサー

CUP を知ってもらうために「行政無線」と「リヤカー販売」を考えた生徒たち。21 日の授業ではまず、

放送による周知のしかたを習いました。リヤカーで販売については「いつ」、「どこで」販売するのか

みんなに事前に周知することが重要。各住区の区長さんを集め（７月は区長会がないため、４住区に

分かれて）周知するための準備をしました。

　25 日は商品の仕入れ価格と販売価格について学んだ後、各班で決めた持ち場で自分たちが何個

クヮーサーＣＵＰを売りたいか、販売目標を決め、売るためにはどんな工夫が必要か、何をするべき

かものを売る時に大切なこと、五感に訴えることやお客さんに寄り添うことなどクヮーサーＣＵＰの

販売では何ができるか考えました。

　区長さんへのお知らせは７月１日（木）、村内５か所でのリヤカー販売は７月 14 日（水）に行いま

す。時間と場所については下のお知らせを参考にしてください。中学生お手製のちらしも各区に配布

します。生徒たちが考えたアイデアについてはリヤカー販売当日までのお楽しみ。乞うご期待 !!

図書室情報 №23　2021 年（令和３年）７月
大宜味村図書室（旧大宜味小学校２F：村史編纂係内）

大宜味村字大宜味１番地　0980-44-3009　

利用状況累計

〇来室者数…のべ 1,056 人

〇貸出冊数…2,049 冊

〇登録者数…９7 人

★現在の蔵書数…6,137 冊＋県立図書館の本 500 冊

６月の統計（６/25 まで）

〇来室者数…のべ６人

〇貸出冊数…0 冊

７月図書室カレンダー　閉室日 ：

新本・リクエスト本紹介

お知らせ・図書室情報３

学校が夏休み期間中、学校プールを村民に下記のとおり開放します。

期間：７月２１日（水）～８月２３日（月）　

　　　※土・日・祝日、水泳教室開催日（8/5、8/6、8/10 ～ 8/13・8/16・8/17）は除く

時間：午前の部　９時３０分　～　１１時３０分

　　　午後の部　２時００分　～　 ４ 時００分

定員：午前、午後とも先着順　各１５名まで（保護者も含む）

対象：大宜味村民　小学３年生以下は保護者同伴
※利用の際は、折込みチラシ「令和３年度水泳教室参加者募集」裏面の「新型コロナウイルス

　感染症対策について」をご確認頂き、ご参加下さい。

　令和３年度の村球技大会は、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえて、専門部、事務局と

話し合いを持ち、次のように決定しました。

７月 ４ 日（日）村野球大会・・中止　　　

７月１１日（日）村球技大会（バレー・バスケ・ソフトテニス）・・延期

７月１８日（日）村ボウリング大会・・中止

７月２４日（土）村ゴルフ大会・・開催予定

　７月８日（木）に予定していた地域懇談会はコロナウイルス感染拡大防止のため延期いたします。

新たな日程については後日お知らせいたします。

地域懇談会延期のお知らせ

学校プール開放します！

村体協より、各球技大会開催についてお知らせ

日 月 火 水 木 金 土 

    １ ２ 
３ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ 
１０ 

１１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 

につき、図書室の利用・貸出を中止します。

　図書の返却のみ受付を行いますので、返却の

際はマスク着用をお願い致します。

緊急事態宣言中 (５/２３～７/１１)　

 

NEW
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４大宜味中卒業生たちの活躍５

　５月 29 日（土）～ 30 日（日）に 糸満高等学

校体育館で開催された第 49 回沖縄県高等学校ウ

エイトリフティング競技大会に辺士名高等学校ウ

エイトリフティング部が出場し、男子 102 ㌔超級

で宮里一凜くん（３年生）が２位に、女子 55 ㌔

級で玉城帆波さん（２年生）が３位女子 64 ㌔級

で大宜味中出身の上原蓬さん（１年生）が３位、

女子 64 ㌔超級で知念珠里亜さん（２年生）が３

位に輝き、好成績を収めました。

　周囲からの勧めもあり、気軽な気持ちでウエイ

トリフティングを始めた珠里亜さんとそんな珠里

亜さんに誘われて入学してすぐに部活に参加していた蓬さん。中学生の時はともに野球部の先輩後輩

として汗を流していました。

　今回の高校総体が初めての大会だと話す蓬さん。練習ではフォームづくりに力を入れ、何度も持ち

上げる練習に取り組みましたが、腰を痛めてしまい、大会前４日間はバーベルを触りませんでした。

大会をふり返り蓬さんは「大会ではチャレンジしたすべてを持ち上げることができた。本当はもっと

持てたと思う。サイエンス部にも所属しているので、両立していきたい」と話してくれました。

　珠里亜さんは「とにかく重いものを持つ練習に取り組んでいた。練習で持てなかった重さが持てた

ので、これまでの中で一番いい結果になった。次は九州大会出場を目指す。もっと練習をしてトータ

ル 110 ㌔持てるよう頑張りたい」と意気込みました。

　５月 30 日（日）、北山高校グラウンドで開催さ

れた第４回 沖縄県高等学校ホッケー競技大会に

辺士名高校男子ホッケー部が出場し、接戦の上、

見事優勝を果たしました。

　結成４年の辺士名高校ホッケー部。部員は 11

名で全員がレギュラーメンバー。大宜味中からは

宮城太陽くん、新城太然くんが所属しています。

　高校生になってからホッケーを始めた選手た

ち。競技を始めたころはとても難しかったと話し

ますが、週３回２時間程度の練習を通して徐々に

力をつけていきました。

　県総体をふり返り、太然くんは「大会前はパス

練習に力を入れた。このおかげで勝てたと思う」勝因を話しました。

　次は８月 27 日に福岡県開催される国体です。国体には北山高校の選手とともに沖縄代表として出場し

ます。大会に向け太陽くんは「必ず１勝する！」と気合を入れました。　

ウエイトリフティング部
辺土名高等学校

ホッケー部
☆
大
宜
味
中
卒
業
生
た
ち
の
活
躍
☆

新
天
地
で
活
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し
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。

　2018 年夏、大宜味

中に全国大会出場と

いう大快挙をもたら

した男子ソフトテニ

ス部。当時のメンバー

が高校進学後も部活

に励み活躍をみせて

います。現在、名護

高校３年生の花田悠

馬くん、福地想楽く

ん、平良悠翔くん、

山口栄智くん。小学

生の時にソフトテニ

スを始めた４名は喜如嘉の稲福吉昭さん指導の下、練習に励み、部活がない日も旧喜

如嘉小のグラウンドで毎日練習に没頭しました。名護高進学後も練習の日々を送って

います。

　中学校の時とは違い部員が多い分、選手に選ばれるよう一層練習を積み、ボールの

速さにも慣れてきました。

　厳しい練習にも負けず、力をつけてきた名護高ソフトテニス部の４人。高校生になっ

てからも様々な場所で活躍を見せてくれています。

　５月 29 日（土）～ 31 日（月）に 沖縄県総合運動公園庭球場において開催された 

第 69 回沖縄県高等学校ソフトテニス競技大会（県高校総体）では悠馬くん、想楽くん、

悠翔くんが男子団体戦で優勝、また悠翔くんは與那嶺雄一郎くん（今帰仁中出身）と

ペアと組み個人戦で優勝を果たし、団体戦、個人戦ともに九州インターハイと全国イ

ンターハイ出場を決めました。

　また、４月 30 日に行われたハイスクールジャパンカップソフトテニス沖縄県予選男

子シングルスの部で優勝した悠馬くんは６月 23 日～ 27 日に北海道で開催される第 50

回ゴーセン杯争奪ハイスクールジャパンカップソフトテニス 2021 シングルスの部に沖

縄県代表として出場することが決定しています。

　全国大会に向け想楽くんは「九州、全国大会が集大成となる。気合を入れ優勝目指

して頑張る」悠翔くんは「コロナで練習できる時間が少なくなったが、１分、１秒を

無駄にせず質の高い練習をしたい。内地の強い選手とも張り合えるよう、みんなで目

標を１つに頑張りたい」と意気込み、ハイスクールジャパンカップに出場する悠馬く

んは「ハイスクールジャパンカップではベスト８を目指して頑張りたい」と決意を新

たにした。３人を思い栄智くんは「このメンバーなら優勝できる！いい結果が出せる

よう頑張ってほしい」とエールを送りました。

名護高等学校　男子ソフトテニス部
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村史編さんだより
第 123 号　2021 年 7 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

村史編さんだより

長い間ご苦労さまでした！ ～大宜味村役場庁舎～
　これまで村民に親しまれてきた大宜味村役場

庁舎は、1972（昭和 47）年、大宜味村役場新庁

舎として落成し、祝賀会では、ハーリー、ラジ

オ沖縄民謡大会、沖縄角力、各字余興といった

催しで、村民みんなに祝福され、新庁舎での業

務がスタートしました。

　新築当時は庁舎 2階に議会が入り、その他の

スペースはホール（村民会館）として、結婚式

や成人式、ダンスパーテー等各種イベントを行

う場として活用されました。

　時は流れ 2階ホールは各課の事務室へ。職員

と業務が増えるとともに形態も変わっていきま

した。今年、庁舎としての役目を終え 49 年間

の歴史に幕を閉じます。新しい庁舎は令和 5年

5月開庁予定です！

49 年間、ありがとう♪

おつかれさまでした！

ダンスパーティー

（左）地域包括支援センター（右）農業委員会
も取り壊され、更地になっています。
※現在は旧大宜味小、旧幼稚園を仮庁舎として役場の業務を行っています。

▲成人式の様子
▼建設時の図面

▲改装前の庁舎
２階

(イ )ホール ( ロ ) 舞台

(ハ )議会室 ( ニ ) 議会事務局

(ホ )女子手洗 ( ヘ ) 男子手洗

(ト )ベランダ

(チ )( リ ) 非常階段　

　
１階

(イ )玄関 ( ロ ) 村長室

(ハ )村民相談室 ( ニ ) 事務室

(ホ )控室 ( ヘ ) 出納室

(ト )ロッカー室 ( チ ) 宿直室

(リ ) ( ヌ ) 倉庫 ( ル ) ゆ沸室

(ヲ )印刷室 ( ワ ) 男子手洗

(カ )女子手洗

■役場庁舎の歴史■

1971 （昭和 46） 年

　　　8 月 17 日　新庁舎整地作業

　　11 月 2日　庁舎新築工事起工式

1972 （昭和 47） 年

　　　5 月 15 日　沖縄の日本復帰

　　　6 月 17 日　庁舎落成祝賀会

　　　（ハーリー、 ラジオ沖縄民謡大会、

　　　　沖縄角力、 各字余興）

2021 （令和 3） 年

　　　6 月 15 日～　解体作業が始まる

７ 村史編さんだより
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献
上
す
る
際
に
は
、
恩
納
・名
護
・

　
　
　
　

羽
地
、
金
武
・
久
志
・
本
部
、
今
帰
仁
・
大
宜
味
・
国
頭
の
各
三
个
間
切
協
同
で
献
上
木
を
調
整
す
る
た
め
、

　
　
　
　

協
同
管
理
の
山
筋
に
は
御
用
木
に
供
す
る
木
を
大
切
に
涵
養
す
る
こ
と
｠

　
　

且
又
右
木
挽
出
候
道
筋
作
り
候
と
て
跡
先
き
之
計
も
無
之
諸
木
大
分
伐
除
其
の
上
大
勢

　
　

相
集
或
は
七
︑
八
日
或
は
十
日
十
四
︑
五
日
余
も
山
中
へ
令
滞
留
候
付
て
仮
屋
作
用
其

　
　

の
外
何
角
に
付
て
大
分
木
伐
禿
候
此
儀
木
絶
之
基
尤
遠
方
差
越
致
山
入
候
儀
百
姓
之
痛

　
　

に
罷
成
候
故
向
後
一
个
間
切
宛
各
山
持
切
に
し
て
御
用
木
取
調
候
様
に
申
付
候
此
旨
堅

　
　

相
守
各
山
大
切
に
可
相
心
得
旨
可
申
渡
事
｟伐
出
し
の
際
の
道
筋
を
造
る
為
の
乱
伐
、
或
い
は
大

　
　
　
　

勢
で
一
、
二
週
間
も
留
ま
る
為
の
仮
小
屋
設
置
、
そ
の
他
何
か
に
付
け
て
伐
採
を
行
え
ば
山
が
荒
れ
る
基　

　
　
　
　

と
な
り
百
姓
の
労
苦
が
増
す
事
に
な
る
の
で
、
今
後
は
一
間
切
持
切
り
で
御
用
木
を
調
整
す
る
事
を
徹
底　

　
　
　
　

し
、
各
々
の
山
を
大
切
に
す
る
旨
を
申
し
渡
す
事
｠

　

付
︑
他
間
切
山
へ
忍
入
致
山
工
候
わ
ば
科
銭
百
貫
文
申
付
︑
五
拾
貫
文
は
披
露
申
出
候
者

　
　

へ
相
渡
︑
五
拾
貫
文
は
山
仕
立
料
に
可
申
付
事
︵﹁
山
奉
行
所
規
模
帳
﹂)

｟他
間
切
の
山

　
　
　
　

に
忍
び
入
り
盗
伐
し
た
者
に
は
百
貫
文
の
罰
金
を
科
し
、
そ
の
う
ち
半
分
は
通
報
者
へ
、
半
分
は

｟被
害　

　
　
　
　

を
被
っ
た
場
所
の
｠
山
仕
立
料
に
充
て
る
｠

　

而
し
て
藩
庁
は
右
令
建
発
布
の
当
時
に
於
て
多
数
の
官
吏
を
派
遣
し
て
杣
山
の
境
界
検
査

を
行
い
︑各
間
切
に
対
し
其
の
杣
山
に
関
す
る
竿
図(

実
測
図)

並
に
竿
図
帳(

測
量
書
類)

を
交
付
し
て
境
界
の
混
乱
を
防
ぎ
︑
併
せ
て
其
の
管
理
の
義
務
を
確
実
な
ら
し
め
た
り
︵
こ

の
よ
う
に
藩
庁
は
、
右
令
達
発
布
の
際
に
多
数
の
役
人
を
派
遣
し
て
杣
山
の
境
界
調
査
を
行
い
、
各
間
切
に
杣
山

の
測
量
図
な
ど
の
書
類
を
交
付
し
て
、
境
界
の
混
乱
を
防
ぎ
管
理
を
徹
底
さ
せ
た
。
｠

　

杣
山
は
此
の
如
く
各
間
切
に
分
割
し
て
其
の
管
理
区
域
を
定
め
し
と
雖
も
︑
其
の
面
積
広

大
な
る
地
方
に
在
り
て
は
︑
尚
其
の
管
理
に
遺
漏
あ
り
し
を
認
め
︑
藩
庁
は
此
等
の
各
間
切

に
対
し
て
は
︑
更
に
分
割
し
て
間
切
内
各
村
の
管
理
区
域
を
定
め
た
る
如
し
︒
｟杣
山
は
こ
の
よ

う
に
各
間
切
に
分
割
し
て
管
理
区
域
を
定
め
て
い
る
が
、
面
積
が
広
大
な
地
方
で
は
管
理
が
雑
に
な
る
た
め
、
こ

の
よ
う
な
間
切
に
は
更
に
細
か
く
各
村
に
分
割
し
て
管
理
区
域
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
｠

　

尤
も
之
に
関
す
る
藩
庁
の
達
文
は
︑
八
重
山
島
の
分
を
除
く
外
は
散
逸
し
て
未
だ
採
収
す

る
こ
と
を
得
ず
と
雖
も
︑
左
の
書
類
に
よ
れ
ば
自
ら
村
管
理
区
域
制
定
に
関
す
る
起
因
を
窺

知
す
る
足
る
可
し
︒

　
　
　

　
　
　

覚
︵
お
ぼ
え
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
帰
仁
間
切　

今
帰
仁
村

　

一
︑
松
木
敷
嵩
辻
山
並
マ
ヒ
ト
松
の
ヒ
ラ
山
大
ス
タ
リ
山
迄

　

一
︑
雑
木
敷
カ
ン
タ
山
川
通
イ
チ
ョ
又
山
水
落
切
ナ
ヘ
コ
フ
道
通
松
の
ヒ
ラ
サ
ア
の
上
小

　
　

道
通
マ
ク
川
迄

　
　
　
　

但
二
行
坪
に
し
て
二
拾
一
萬
九
千
九
百
坪

　
　

(

以
下
各
村
別
に
し
て
其
の
管
理
す
べ
き
山
字
及
坪
数
を
列
記
せ
る
も
之
を
略
す)

　

右
者
当
間
切
杣
山
之
儀
間
切
模
合
に
て
致
所
持
居
候
処
︑
此
節
致
村
分
候
様
被
仰
渡
候
間

頭
役
始
当
役
前
役
村
々
耕
作
山
当
其
の
外
頭
立
候
者
共
立
合
︑
本
行
の
通
致
山
分
境
目
無
混

雑
仮
土
手
築
立
置
申
候
︑
｟右
の
者

｟今
帰
仁
間
切
今
帰
仁
村
｠
は
杣
山
の
管
理
を
連
帯
で
行
な
っ
て
い
た
と

こ
ろ
、
こ
の
度
各
村
に
分
担
さ
せ
る
よ
う
布
令
が
あ
っ
た
た
め
、
区
長
は
じ
め
山
係
そ
の
他
の
村
役
立
会
い
の
下
、

達
し
の
通
り
区
域
を
分
け
、
境
界
が
曖
昧
に
な
ら
ぬ
よ
う
仮
土
手
を
築
く
よ
う
申
し
渡
し
た
｠、

　

此
段
首
尾
申
上
候　

以
上　

酉
十
二
月
下
知
役
︑
検
者
︑
山
筆
者
︑
地
頭
代
︑
総
山
当
連

署
山
奉
行
宛 (

今
帰
仁
間
切
役
場
保
管
文
政
八
年(

清
道
光
五
年)

の
書
類
よ
り
抄
録
せ
り) 

　

此
れ
間
切
が
藩
庁
の
命
令
に
依
り
て
︑
其
の
所
管
制
山
を
各
村
に
分
割
し
て
管
理
し
た
る

実
例
な
り
｟こ
れ
は
間
切
が
藩
庁
の
命
令
に
依
っ
て
、
そ
の
管
轄
す
る
杣
山
を
各
村
に
割
り
当
て
管
理
す
る
実

例
で
あ
る
｠。

　

杣
山
の
管
理
此
の
如
く
変
遷
し
て
村
民
は
益
々
杣
山
と
密
接
の
関
係
を
有
し
︑
営
林
事
業

一
層
発
達
し
た
る
と
同
時
に
杣
山
を
愛
護
す
る
観
念
又
堅
固
な
る
に
至
れ
る
は
論
を
待
た
ず

｟杣
山
の
管
理
は
こ
の
よ
う
に
変
遷
し
て
、
村
民
は
益
々
杣
山
と
密
接
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、
営
林
事
業
は

一
層
の
発
展
を
遂
げ
る
と
同
時
に
、
杣
山
愛
護
の
観
念
が
堅
固
に
な
る
の
は
論
を
待
た
な
い
｠。

　

尤
も
中
頭
郡
の
杣
山
に
限
り
依
然
間
切
を
し
て
管
理
せ
し
め
た
る
は
︑
蓋
し
其
の
面
積
大

な
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
︑
地
形
に
於
て
も
却
て
村
別
に
す
る
の
不
得
策
な
る
こ
と
を
認
め
し

に
依
る
も
の
な
る
べ
し
︵
中
頭
郡
の
杣
山
に
限
り
依
然
間
切
管
理
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
面
積
が
大
き
く

な
い
の
と
、
地
形
上
も
村
別
に
す
る
と
却
っ
て
効
率
が
悪
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｠

（※訳文は大意を記す。 浅学につき御笑覧の上、 御教授請う　文責 ：新城）
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　昨年からコロナウイルスの世界的なまん延により、これまで「あたりまえ」であった生活様

式が「あたりまえ」でなくなってきている。「三密」にならないように集団的な行動が制限され、

多くのイベント等が中止等に追い込まれたり、会議等では多くが中止になって資料配布で済ん

だり、リモート会議が当たり前になったりしている。身近な例でも人々のつながりが最も濃い

地域の伝統行儀等が簡略化されたり中止になったりしている。部落常会や班常会などもできな

くなっている。義務的な会議や行事等が中止になったことにより、人によってはホットしてい

る人も少なからずいることだと思う。コロナ過の「あたりまえ」がしばらく続くようだとコロ

ナ過が終焉した後の「あたりまえ」の在り方が気になる。コロナ過前の「あたりまえ」に戻る

ことがおっくうになる人が出てくるのではないか。

　昨年の学校一斉休校は子供たちの心の持ち方に多少なりとも変化を与えている。特に小学校

低学年は登校渋りという形で心の中を表現している子ども達がいる。大人でも大きな戸惑いが

ある中で、子ども達にとってはなおさらのことであろう。「あたりまえ」「あたりまえでない」

世情を注意深く見ていく必要がある。

うみがーみー
コロナ後の「あたりまえ」

Ｎ０ 海岸名　 上陸・産卵日
脱出（ふ化）

予想日数

脱出（ふ化）

予想月日
種　類

3 塩屋漁港裏 5月11日 ６２日±４ 7/12±４ アカウミガメ

4 津波 5月11日 ６２日±４ 7/12±４ 〃
5 活性化センター 5月23日 ６０日±３ 7/22±３ 〃
6 喜如嘉 5月25日 ６０日±３ 7/23±３ 〃
7 塩屋漁港裏 6月4日 ５８日±３ 8/1±３ 〃
8 活性化センター 6月7日 ５５日±３ 8/1±３ 〃
9 活性化センター 6月21日 ５０日±３ 8/10±３ 〃
10 塩屋漁港裏 6月27日 ５０日±３ 8/17±３ アオウミガメ

※ウミガメの産卵・孵化が 

　始まりました。 浜での足跡

　などに気づきましたら教育

　委員会へ情報提供をお願い

　します。

２０２１年ウミガメ情報（６月２８日現在）

　2021 年も折り返し地点となりました。 早いですね、 半年なんてあっという間。 １日１日を大事にしようと思いつつ、 ついだ
らだらしてしまいます。 だって暑いんだもの。 これから来る夏本番が怖いです。

オキナワウスカワマイマイ：オナジマイマイ科今月の生きもの

　こんにちは。私たち、オキナワウスカワマイマイです。

　見た目が全然違うって !? 普通、そう思うよね～、わかる～。

でも、カラの形は違うけど、同じ種なんです。実は右の私はカラ

を作る外いん膜がケガしてうまくカラが巻けなかったせいみたい。

　詳しいことは中をみないとわからないんだけど…。私たちはヤ

ドカリとは違って殻と体が一体だから中身だけ出ることなんてで

きないんです。ヤドカリとは違って殻も体の一部なの。知ってお

いてくれたら嬉しいわ。

１日（木）区長会

13 日（火）（中）三者面談 ～ 15 日

14 日（水）村青少年育成村民会議総会・村民大会

15 日（木）（小）地域クリーンアップ作戦

20日（火）１学期終業式

22日（木）海の日

（中）県夏季総合体育大会 ～ 26 日

23 日（金） ｽﾎﾟｰﾂの日　東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ開会式

24 日（土）村ゴルフ大会

26 日（月）（小）保護者面談 ～ 29 日

29 日（木）定例教育委員会議

31 日（土）ミニバスケ夏季県大会 ～ 8/3

７月８日

納豆の日


